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概要	

	 『ハックルベリー・フィンの冒険』（Adventures	of	Huckleberry	Finn）は、1885年に

マーク・トウェイン（Mark	Twain,	1835-1910）によって発表された少年小説である。

1830-40年代の米国南部を舞台とするこの物語は、主人公ハックの視点でアフリカン・ア

メリカンの方言を含んだ話し言葉で語られる。	

時代設定や登場人物に一致がみられるため『トム・ソーヤの冒険』（The	Adventures	of	

Tom	Sawyer,1876）の続編として捉えられることも多いが、本作品には『トム・ソーヤ』

では描かれなかったより社会的な問題をあつかっているという側面がある。そのためトウ

ェインは本作において、『トム・ソーヤ』では踏み込むことができなかった少年期の先に

ある大人の世界をハックルベリー・フィンの生涯をとおして描こうとしたと考えられる。	

この小説は当時の米国における宗教や人種差別、階級など、数々のテーマを含んでいる

ことから読者にあらゆる観点からの解釈を提供する作品であるが、やはり本作品の主題は

白人の少年ハックと黒人奴隷ジムが個人的な関係を築いていく点にあると考えるのが妥

当であろう。なぜならこの作品は冒頭から結末まで一貫して、語り手であるハックと他の

登場人物が接触することによって生じる道徳的問題を主眼としており、そのなかでもっと

もクローズアップされている人間関係というのが白人の少年ハックとジムのあいだにお

けるものであるからだ。	

またハックとジムの関係に重点をおいてこの作品を読み解く場合、もっとも印象的なの

は奴隷制度が正義とされる南部社会のなかで育った良心と、逃亡奴隷であるジムの心情を

思いやる気持ちとのあいだでジレンマに陥る主人公ハックの姿である。先行研究において

もこうしたハックの精神的側面に焦点をおいたものが大半であり、もはやそこに新たな議

論の余地はないように思える。	

一方、黒人奴隷ジムの人格や行動については人種主義論争の延長として読み解かれてき

た部分が大きく、彼の個人的な内面性についてはこれまであまり語られてこなかった。し

かし私は、本作品を読むなかでジムもハックと同様に相反するふたつの心情のはざまで葛

藤しているという解釈に至った。ジムのなかにせめぎ合ったふたつの心情とは、みずから

の自由を優先したいという欲求とハックを思いやる気持ちである。	

そこで本論文では、作品の主題をハックとジムの関係性にあるとしたうえでジムのモラ

ルジレンマに注目して考察を進めることにした。そのさい、ヘミングウェイが「まやかし

にすぎない」と評し今なお議論を呼び続ける物語の結末部分を、ジムの立場からみつめ解

釈することを課題とした。	

まず第１章では、作品冒頭部と結末部分におけるジムの言動の矛盾点から明かされる彼

の心情変化を指摘した。比較的冒頭部の場面において、ジムは自己保身のための行動を選

択しているのに対し、結末近くになると彼は一貫して、ときにはみずからの自由を差し出

してまでもハックに対する思いやりからもたらされる行動を優先的に取り続けているこ

とから、物語が進むにつれてジムはハックに対する思いやりを強めていったと推察される。

それにより、作中においてジムが自分の自由を優先する気持ちとハックを配慮する気持ち

とのあいだでジレンマに陥っているのではないかという仮説を立てたのである。	

続いて第２章では、ハックとジムの類似性にもとづき、彼らが直面するモラルジレンマ

の相関性について論じた。ある先行研究によれば、トウェインは実在したジミーという黒

人の少年の特徴を、ハックとジム、それぞれのキャラクターに取り分けている。つまり、

彼らは同じ人物をモデルとして創出されたキャラクターなのである。このため、実在した

ジミーという黒人の少年を軸として、ハックとジムに似通っている部分がみられるという

のである。ここから、モラルジレンマに関連する彼らの類似点として作中から読み取れる



ハックとジムの言動から、彼らが共通して人間関係を円滑に進めることを優先しようとす

る性向をもっているという分析をし、この性向が彼らのジレンマに多大な影響を及ぼして

いるという推論を述べた。	

第3章では、ハックとジムの特徴的なモラルジレンマについて、より踏み込んでいくた

めにケアの倫理（ethics	of	care）という概念を参照した。ケアの倫理とは、ジレンマに

陥ったときに普遍的な道徳観念にもとづいて論理的な解答を導き出そうとするのではな

く、人間関係の文脈に応じた対応をすることによって事態を解決しようとする道徳的観念

のことである。ハックがケアの倫理的な視点を持っているという先行研究の見解を踏まえ

て作品を読み解けば、ジムもまた同様の視点を持っていると捉えられるのであり、結末部

分をとおして考えればハックよりもむしろジムの方がお互いの関係においてケアの倫理

の特質を多分に内包していると考察できるのである。	

最後に第4章では、それまでの考察で確認してきたジムの精神性を考慮したうえで、結

末におけるトムという登場人物の役割と、作中にたびたび登場する「白人（white）」とい

う語の扱われ方にも着目し、問題の結末に対する私なりの解釈を述べた。ジムに焦点を当

てて『ハックルベリー・フィンの冒険』を読み解くと、彼の黒人奴隷という身分から切り

離された感情豊かなひとりの人間としての姿を明らかにできるとともに、結末については

多少の皮肉的な要素も見いだせるが、作中においてハックがジムのなかに白人性を見出し

ていることからも察せるように、トウェイン自身の白人も黒人も中身は同じであるという

当時の米国人としてはいくぶん柔軟な思想を垣間見ることができるのである。	
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